
令和５年度

令和５年５月 玉村町

町長座談会



0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2
0

0
0

2
0

0
2

2
0

0
4

2
0

0
6

2
0

0
8

2
0

1
0

2
0

1
2

2
0

1
4

2
0

1
6

2
0

1
8

2
0

2
0

2
0

2
2

2
0

2
4

2
0

2
6

2
0

2
8

2
0

3
0

2
0

3
2

2
0

3
4

2
0

3
6

2
0

3
8

2
0

4
0

2
0

4
2

2
0

4
4

2
0

4
6

2
0

4
8

2
0

5
0

2
0

5
2

2
0

5
4

2
0

5
6

2
0

5
8

2
0

6
0

2
0

6
2

2
0

6
4

2
0

6
6

2
0

6
8

日本の将来推計人口(出生・死亡中位推計)

国立社会保障・人口問題研究所(R5.4.26発表)

人口(万人)

日本の将来人口推計

2020年
1億2,615万人

2070年
8,700万人



日本の持続可能性

AIを活用したシミュレーション

都市集中型

一極集中 少極集中 多極集中

東京圏 大都市 地方分散型

群馬県 日本の中心、都市圏へのアクセス良、災害が少ない

＜ 地方分散型地方分散型

京都大学こころの未来研究センター政策提言(H29.9.5)



前橋市

高崎市 伊勢崎市

地方分散型のまちづくり

玉村町の地勢を活かす

ないものねだり あるものさがし

県央の中心 周辺市との連携

アクセス利便性 手ごろな地価



前橋市

高崎市

伊勢崎市

地方分散型のまちづくり

玉村町の地勢を活かす



暮らすなら、ここがいい。

基本理念

第６次玉村町総合計画（令和３年３月策定）

「まもる」・・・町民の生活をまもります。

「つくる」・・・暮らしやすい町をつくります。

「つなぐ」・・・今ある魅力をつなぎます。
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38,254人

玉村町の人口の推移

平成１７年をピークに減少

Ｒ5
35,820人
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35,820人 34,034人



第６次玉村町総合計画に基づく取り組み

１．「わざわい」から生命と財産をまもる

２．子どもを育て未来をつくる

３．元気に年を重ねられる町をつくる

４．生活しやすい環境をつくる

５．たまむらの良さを次世代につなぐ

６．笑顔と活気ある地域をつくり、つなげる

６つの重点目標



第６次玉村町総合計画に基づく取り組み

１．「わざわい」から生命と財産をまもる

新型コロナ感染症対策

 ワクチン接種事業

 マスク・消毒液の配布

 各種給付金の支給

 消費者支援

 事業者支援

 農業支援

 総額２７億円(R２～R５)

消防団の再編

 地域防災力の強化・充実

 上陽分団の発足
(第9分団･第10分団統合)

 機能別分団
 役場消防分団
 学生分団

役場庁舎レジリエンス強化

 役場庁舎
(災害対策本部・避難所)

 災害時の防災力強化
 太陽光発電システム
 災害用蓄電池
 浸水対策
 省エネルギー化



第６次玉村町総合計画に基づく取り組み

２．子どもを育て未来をつくる

学校給食費等の無償化

 子育て世帯の負担軽減

 町立小中学校児童生徒の
給食費無償化

 保育所・幼稚園等の第２
子保育料及び副食費の無
償化

オンライン・ICT教育推進

 一人１台端末の導入

 オンライン学習環境整備

 子ども一人ひとりに合わ
せた学習や交流学習

 ICTを効果的に活用した教
育を推進

高校生医療費無料化

 医療費自己負担分を助成

 対象 中学生→高校生
（１８歳に達する日
以後の３月３１日）

 実施 令和５年１０月～



第６次玉村町総合計画に基づく取り組み

３．元気に年を重ねられる町をつくる

社会体育館改修・指定管理

 令和３年度 大規模改修
工事

 令和５年度 指定管理者
による管理運営

 トレーニング器具の更新

 様々な教室の開催

フードバンク事業

 「食料銀行」を意味する
社会福祉活動

 個人・企業から寄贈を受
けた食料等を提供
 食糧支援が必要な人
 子ども食堂を運営し

ている団体

 複雑化・複合化した支援
ニーズに対応

 包括的・一体的な支援を
実施
 相談支援
 参加支援
 地域づくりに向けた

支援

重層的支援体制の整備

相談
支援

参加
支援

地域づくり
に向けた支援



第６次玉村町総合計画に基づく取り組み

４．生活しやすい環境をつくる

道路網の整備

 幹線道路の整備

 計画に基づいた道路補修

 町道103号線(角渕～川井)
用地買収、建物等補償

 町道106号線(玉村高校北)
道路拡幅工事

町道１０６号線

再生可能エネルギー推進

 再生可能エネルギーの普
及促進

 太陽光発電設備・家庭用
蓄電池の設置補助

 上限それぞれ50,000円
 令和4年度

 太陽光発電 38件
 蓄電池設備 39件

公共交通の充実

 文化センター周辺地区に
｢たまりん｣停留所

 タクシー利用補助券の利
用促進

(R1→R4 利用枚数約1.9倍)

 令和５年度
公共交通の総合的検証

新たな移動手段実証実験



第６次玉村町総合計画に基づく取り組み

５．たまむらの良さを次世代につなぐ

重田家住宅の利活用

 重田家住宅を広くＰＲ

 月１回程度イベント開催

 ２階に展示コーナー

 子どもから大人まで幅広
い世代が来場

 Ｒ４来場者 約1,900人

玉村町魅力発信機構

 町をＰＲし、交流人口の
増加を図る

 主に旅行社やメディアに
情報発信

 東京からのバス旅行やメ
ディア取材を誘致

 ｢玉村町ちょい寄りMAP｣
は大好評

地域おこし協力隊の活用

 新たに２名の地域おこし
協力隊が着任

 町の魅力発信、活性化

 移住・２拠点生活の促進

 重田家住宅を活用した地
域活性化



第６次玉村町総合計画に基づく取り組み

６．笑顔と活気ある地域をつくり、つなげる

道の駅玉村宿の利用促進

 駐車場拡張事業（令和５
年度完成予定）

 駐車場不足の解消

 安全・利便性の向上

 防災機能の向上

ふるさと納税の充実・拡大

 返礼品の数々が大好評

 特に｢いちご｣と｢お肉｣が
人気

 令和4年度実績
寄附者 11,178名
寄附額 169,301千円

新たな工業団地の開発

 高崎玉村スマートIC北側
に工業団地を造成

 財政基盤の安定化と雇用
機会の創出を図る

 売買契約締結(県企業局)
令和５年度末～６年度



令和５年度一般会計予算

～未来を展望し、新たな一歩を踏み出す予算～

×

予算額 １１５億６,０００万円（対前年度比１.1％減）



一歩踏み込んだ子育て支援

小中学校第２子以降給食費無償化新

新 高校生医療費無料化(Ｒ5.10～)

保育所･幼稚園等第２子保育料･副食費無償化継

保育所における紙おむつ持ち帰り廃止

「こども家庭センター」設立準備

出産・子育て応援交付金新

新

新

令和５年度一般会計予算

全児童生徒無償化(４月補正予算)



地域振興・活性化

新 文化センター３０周年記念事業

新 重田家住宅築１４０年記念事業

新 地域おこし協力隊の活用（３分野）
（移住促進・歴史資産・地域福祉）

花火大会等、各種イベントの開催継

住民活動サポートセンター「ぱる」

ふれあいの居場所づくり事業

玉村町魅力発信機構継

継

継

令和５年度一般会計予算



学校教育・施設整備の推進

全小中学校照明ＬＥＤ化新

新 南中学校トイレ改修工事(長寿命化)

新 中学校教務支援ソフトの導入

スクール・サポート・スタッフの配置

キャリア・サポート・スタッフの配置

オンライン学習環境・ＩＣＴ教育の推進継

継

継

令和５年度一般会計予算



災害対応力の強化

地域防災計画の改訂新

新 消防団に学生分団を新設

新 町内簡易浸水シミュレーション(下水道事業会計)

防災有識者とアドバイザリー契約

道の駅玉村宿受水槽改修(停電時の水確保)

災害時の電話(自動音声)による情報伝達継

新

新

令和５年度一般会計予算

新 南分団詰所建設(第３･４分団統合)
（＋軽可搬式消防ポンプ自動車の購入）



地域福祉の推進

高齢者補聴器購入補助新

新 若年がん患者等の在宅医療支援

新 がん患者のウィッグ等の購入補助

新 敬老割引バスカードに代わる補助制度導入

地域福祉計画の改定

高齢者のタクシー利用料補助

乗合タクシーたまりんの運行継

継

新

令和５年度一般会計予算



地域産業の活性化・その他

新 新規就農者育成総合対策・
はばたけ「ぐんまの担い手」支援

道の駅玉村宿の駐車場拡張(本工事)継

新産業団地構想(概要計画策定)継

町道3041号線道路改良(上陽小学校南)新

高崎玉村ｽﾏｰﾄIC周辺地区ｱｸｾｽ道路整備

麦次期作支援事業(麦種子購入費用助成)

企業立地促進事業(企業誘致奨励金)継

継

継

令和５年度一般会計予算



エネルギー・食料品価格等物価高騰対策

●住民税非課税世帯（３万円／世帯）

●住民税非課税子育て世帯（５万円／児童）

●小中学校給食費第１子無償化

●保育所・放課後児童クラブ等

●中小企業等

●飼料購入費助成

●群馬県食肉卸売市場

●キャッシュレス決済ポイント還元（２５％）

●介護・福祉サービス事業所等

低所得者支援

子育て世帯支援

消費者支援・消費喚起

事業所等支援

農業支援

４月補正予算



H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

臨時財政対策債 その他地方債

40億

60億

80億

100億

Ｈ27
104億3千万円

20億

Ｒ5
91億5千万円

(当初予算時)

地方債 年度末現在高の推移（町の借金）



H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R02 R03 R04

20億

10億

35億

25億

15億

5億

(円)

30億

財政調整基金 年度末現在高の推移（町の貯金）

Ｈ25
31億7,328万円

Ｈ30
12億2,265万円

Ｒ4
26億4,311万円



暮らすなら、
ここがいい。

玉 村 町


